
 

１ 単元指導計画 

（１）単元名：二次関数（数学Ⅰ 第３節 ２次方程式と２次不等式） 

（２）単元の目標 

・二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，グラフを用いて，二次不

等式の解を求めることができる。 

・情報機器等を用いてグラフをかき，二次関数の式とグラフとの関係について，多面的に

考察する。また，二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会的な事象など数学的に

捉え，問題を解決し，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の事象との関係

を考察することができる。 

・数学のよさを認識し数学を活用したり，粘り強く考え数学的根拠に基づき判断しようと

したりしている。また，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した

りしようとしている。 

 

（３）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 二次方程式を解き，解が

二次関数のグラフと𝑥軸

との共有点の𝑥座標で捉

えられることについて理

解している。 

② 二次不等式の解の意味を

理解し，二次関数のグラ

フと𝑥軸との位置関係か

ら二次不等式の解を求め

ることができる。 

① 二次関数の式とグラフと

の関係について，情報機

器等を用いてグラフをか

き，多面的に考察するこ

とができる。 

② 様々な場面において，二

次方程式，二次不等式を

活用して考察することが

できる。 

 

① 二次方程式，二次不等式

の考えのよさを認識する

とともに，問題解決のた

めの数理モデルとして活

用しようとしている。 

② 問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり，評

価・改善したりしようと

している。 

 

（４）指導と評価の計画（７時間） 

時間 目標，●活動 評価規準 評価方法 

１時 

 

二次方程式の解を求める。 

●因数分解，解の公式を用いなが

ら，二次方程式の求め方を整理す

る。 

因数分解や解の公式を用い

て，二次方程式を解くことが

できる。【知①】 

机間指導 

 

２時 

二次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐のグラ

フと𝑥軸との位置関係から二次方

程式の解との関係を理解できる。 

●関数ソフト GeoGebraを用いて，

二次方程式と二次関数のグラフ

の関係を整理する。 

 

二次関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 の

グラフと𝑥軸との共有点と，二

次方程式の実数解の関係を理

解するとともに，二次関数𝑦 =

𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐と𝑥軸との共有点

の座標を求めることができ

る。【知①】 

机間指導 

プリント 

３時 

二次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐のグラ

フと𝑥軸との共有点の個数は，判

別式 𝐷 = 𝑏2 − 4𝑎𝑐 を用いること

で，調べることができることを理

解する。 

●関数ソフト GeoGebraを用いて，

二次関数のグラフと𝑥軸との共有

点の個数にはどのような関係が

あるかを考察する。 

関数ソフト GeoGebra を用い

て，二次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 

の𝑎， 𝑏 ， 𝑐の値を変化させ

ながら，グラフと𝑥軸との共有

点の個数を多面的に考察する

ことができる。【思①】 

机間指導 

プリント 



 

４時 

本時 

一次関数同士の交点の求め方を

参考に，二次関数と一次関数の交

点の座標を求めることができる。 

●Padlet を用いて，他者の意見等

を参考にしながら，二次関数と一

次関数の交点の座標を求める。 

二次関数と一次関数の交点に

ついて，多面的に考察するこ

とができる。【思①】 

問題解決の過程を振り返って

問題を解こうとしている。 

【主①】 

机間指導 

ノート 

評価問題 

 

５時 

二次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐のグラ

フが x 軸と異なる 2 点で交わる場

合において，二次不等式の解の意

味を理解し，グラフを用いて二次

不等式の解を求めることができ

る。 

●関数ソフト GeoGebraを用いて，

二次関数のグラフをかき，二次不

等式の解を求める。 

二次関数のグラフから，二次

不等式の解の意味を理解し，

グラフを参考にして二次不等

式の解を求めることができ

る。【知②】 

机間指導 

ノート 

小テスト 

６時 

二次関数𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐のグラ

フが x 軸と異なる２点で交わる場

合以外において，グラフを用いて

二次不等式の解を求めることが

できる。 

●関数ソフト GeoGebraを用いて，

二次関数のグラフをかき，二次不

等式の解を求める。また，二次不

等式の解き方を整理する。 

二次関数のグラフをかきなが

ら，二次不等式の問題を多面

的に考察し，色々な二次不等

式を解くことができる。 

【思①】 

他者の意見を参考にしなが

ら，二次不等式の解き方の過

程を振り返り，自分なりの解

き方をまとめようとする。 

【主②】 

机間指導 

Padlet 

 

７時 

身近な事象に関する二次方程式，

二次不等式の問題を扱うことで，

二次方程式，二次不等式の考えの

よさを認識することができる。 

●自由落下運動における速度と

位置に関する問題を扱った後に，

発展的な問題として鉛直投げ上

げ運動に関するレポート課題に

取り組む。 

鉛直投げ上げ運動に関するレ

ポート課題において，適切に

二次方程式，二次不等式を活

用して考察することができ

る。【思②】【主①】 

机間指導 

レポート課題 

 

 
２ 学習指導案 

日 時 令和〇年〇月〇日 指 導 者 〇〇 〇〇 

指導クラス 〇年〇組（〇名） 場 所 〇〇〇〇 

単 元 名 

第３章 二次関数（数学Ⅰ） 

（第２節 ２次方程式と２次不

等式） 

使用教材 

及び教具 
教科書，プリント，タブレット 

教 材 観 

中学校では二次方程式は解を求めることを中心に学習しているが，高校では

二次関数のグラフと𝑥軸との関係から，二次方程式の解と二次関数との関係を

理解させたい。また，一次方程式と二次関数との関係は，二次不等式へ繋がる

内容でもあり，二次不等式の導入教材としてふさわしいものであると考える。 

ク ラ ス 観 

数学に対して前向きに取り組んでいる生徒が多いクラスである。しかし，二次

関数の性質やグラフを学習してきたが，変化や対応の特徴を見いだし，表，

式，グラフを相互に関連付けて考察し表現することが苦手な生徒も多い。ペア

ワークや教え合いは抵抗感無くスムーズに行うことができる。 



 

指 導 観 

二次関数𝑦 = 𝑓(𝑥)と，一次関数𝑦 = 𝑔(𝑥)との共有点を求めるために，二次関数

𝑦 = 𝑓(𝑥)と𝑥軸との共有点の𝑥座標と，二次方程式𝑓(𝑥) = 0との解の対応関係を

基にして，式，グラフを相互に関連付けて多面的に考察する。特に方程式を解

くことを代数的処理のみで捉えず，グラフから状況を把握させたい。また，情

報機器を効果的に活用し，自分の意見や考えを Padlet を用いて表現し，他者

の考えを知ることで，深い学びとなるよう工夫したい。 

本時の目標 
一次関数同士の交点の求め方を参考に，二次関数と

一次関数の交点の座標を求めよう。 
本時の位置 4／7 

評 価 規 準 

・二次関数と一次関数の交点について，多面的に考察することができる。 

【思・判・表①】 

・問題解決の過程を振り返って問題を解こうとしている。【主①】 

本 時 の 展 開 

過程 

(時間) 

学 習 項 目 
(指導のねらい) 

学 習 活 動 

（□：指示・説明，○：発問・活動） 

指導上の留意点・観点別評価  

（→：評価方法） 
 
導 
入 
10 
分 

前時の復習（判

別式の扱い方に

ついて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の理解度確

認と Padletを使

う練習 

□問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

〇白板に解答をかいた生徒は，前で解

説を行ってください。 

 

 

 

□二次関数のグラフと x 軸の「共有点

が 1 つである」ということと，二次

関数のグラフと x 軸が「接する」は，

同義であることを説明する。 

 

 

○Padlet に発表に対してどれくらい

理解できたかを文章で記入しまし

ょう。また，質問があれば，内容を

記入し，質問だとわかる形にして投

稿ください。その際，投稿された質

問と同じ疑問を自分ももっている

ならば，その質問に対して，リアク

ションボタンの中の「いいね！」を

押してください。 

 

 

 

 

 

 

・第３時の際に指名してお

いた生徒に，授業開始前に

白板に解答をかかせてお

く。 

 

・本時のまとめにつながる

内容であるため説明を行

うが，なるべく端的に説明

する。 

 

・タブレットの回線環境が

よろしくない場合は，生徒

各自の端末を使う。 

 

・生徒の様子を観察し，Pa

dlet の操作に不安がある生

徒がいたら，周りに聞いて

もよいことを伝える。 

 
展 
開 
30 
分 
 

 

中学校で学習し

た二直線の共有

点の求め方と同

じように考え，

放物線と直線の

共有点を求める

ことができるこ

とを理解する 

□問題を提示する。 

 

 

 

〇初めに(1)のみ考えてみよう。 

□ペアワークとして，一人は計算，も

う一人は，グラフ描画ソフト（Geo

Gebra）から共有点を求めるように

指示する。 

 

 

 

 

・GeoGebra の操作が分か

らない場合は，ペアを超え

て周りに相談してもよい

ことを伝える。 

 

(1) 2 次関数のグラフと x 軸の共有点の個数を求めよ。 

 ① 𝑦 = 𝑥2 − 3𝑥 − 2    ② 𝑦 = 𝑥2 − 2𝑘𝑥 + 𝑘2 

(2) 2 次関数𝑦 = 𝑥2 − 2𝑘𝑥 + 𝑘2のグラフと x 軸が接するときの𝑘 

  の値を求めよ。 

 

 

 

(1)直線𝑦 = 2𝑥 − 2と直線𝑦 = −2𝑥 − 6の共有点の座標を求めよ。  

(2)放物線𝑦 = 𝑥2 − 6𝑥 + 11と直線𝑦 = 3𝑥 − 3の共有点の座標を求めよ。 

 



 

グラフと式を関

連させて考える

態度を育む 

 

 

放物線と直線の

交点の求め方に

ついて考察し，

考えを整理する 

〇連立方程式で求めた解と，GeoGebr

a から求めた共有点の𝑥座標が一致

していることをペアで確認しよう。 

 

○なぜ連立方程式の解と直線と直線

の共有点の𝑥座標は一致しているの

だろうか。 

 

□自分の意見を WEB 上の入力フォー

ム（Padlet）に入力し，クラス全体で

意見交流を行う。 

 

○個人で(2)の問題を計算で解き，グ

ラフ描画ソフト（GeoGebra）を使っ

て正しいことを確認しよう。 

 

〇放物線と直線の交点を求めるため

の方法について，数学的に説明した

ものをノートにかく。 

 

□ノートにかいたものを WEB 上の入

力フォーム（Padlet）に入力し，クラ

ス全体で意見交流を行う。その際，

自分にとって新しい発見があれば，

その意見に「いいね！」ボタンを押

す。 

 

 

 

 

 

・自分の意見をもつことが

できない生徒は，投稿され

た他の生徒の意見を見て，

自分の考えに近いものに

対して「いいね！」ボタン

を押すことを伝える。 

 

二次関数と一次関数の交

点を(1)を参考に多面的に

考察することができる。 

【思①】 

→机間指導・ノート 

 

評価 B：連立方程式を使っ

て問題を解こうとする。 

評価 C：無記入 

 

評価 C の生徒への手立て 

(1)で求めた方法と同様の

考え方でできないか考え

させる。 

 
ま 
と 
め 
10 
分 
 

 

 

 

 

 

〇課題問題に個人で取り組もう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決の過程を振り返

って問題を解こうとして

いる。【主②】 

→評価問題 

評価 B：連立方程式を使っ

て問題を解こう

としている。 

評価 C：無記入 

 

評価 C の生徒への手立て 

本時に学習した内容と同

じように考えてみるよう

に助言する。 

 

二次関数と一次関数の交

点を多面的に考察してい

る。【思①】 

→評価問題 

 

放物線𝑦 = 𝑥2 − 1と直線𝑦 = 2𝑥 − 𝑘が接するとき、定数𝑘の値を求

めよ。また、そのときの接点の座標を求めよ。 

【主②】が評価 B、【思①】が評

価 A の解答例 

 

放物線と直線の𝑥座標は、次の 2

次方程式の実数解である。 

𝑥2 − 1 = 2𝑥 − 𝑘 

式を整理すると 

𝑥2 − 2𝑥 + (−1 + 𝑘) = 0・・・① 

この 2 次方程式が重解をもてば、

放物線と直線は接するので、この

2 次方程式の判別式を𝐷とすると 

𝐷

4
= (−1)2 − (−1 + 𝑘) = −𝑘 + 2 

2 次方程式が重解をもつのは𝐷 = 0

のときであるから 

−𝑘 + 2 = 0 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□最終的に解答は MetaMoJi にアップ

するように指示する。 

 

□授業終了後，答えを MetaMoJi にア

ップするため，各自確認して，解答

を訂正しておくように指示する。 

評価 A：二次方程式の形に

帰着するととも

に，判別式を用い

て問題を解こう

とすることがで

きる。 

評価 B：二次方程式の形に

帰着して，問題を

考えることがで

きる。 

評価 C：無記入など，本時

の目標が達成で

きていない。 

 

評価 C の生徒への手立て 

Geogebra 等を用いて，まず

は答えがどのような値か

を予想させる。 

 

・評価問題のため，一度提

出した解答は変更できな

いように設定しておく。 

 

・生徒が提出した解答をコ

ピーし，訂正できる用の解

答データを用意する。 

 

 

𝑘 = 2 
よって、問題の放物線と直線が接す 

るときの定数𝑘の値は、𝑘 = 2であ

る。 

 

このとき、接点の𝑥座標は①に𝑘 = 2 

を代入すると 

𝑥2 − 2𝑥 + 1 = 0 
これを解いて 𝑥 = 1 

𝑦座標は、放物線の式に𝑥 = 1を代入

すると 

𝑦 = 12 − 1 = 0 

よって、接点の座標は(1, 0) 


